
○
　
マ
ン
シ
ョ
ン
・
５
０
２
号
室
・
リ
ビ
ン
グ
（
深
夜
） 

　
　
室
内
で
は
鑑
識
、
カ
メ
ラ
や
指
紋
検
査
キ
ッ
ド 

　
　
を
駆
使
し
て
捜
査
を
進
め
て
い
る
。 

　
　
部
屋
の
端
で
は
、
清
畠
嶺
子
（
４
８
）
、
椅
子 

　
　
に
座
っ
て
泣
い
て
い
る
。 

　
　
そ
の
横
で
は
、
木
下
佳
奈
（
２
２
）
、
ノ
ー
ト 

　
　
と
鉛
筆
を
持
っ
て
、
座
っ
て
い
る
。 

○
　
同
・
同
・
書
斎
（
深
夜
） 

　
　
鑑
識
、
捜
査
を
し
て
い
る
。 

　
　
部
屋
の
隅
に
置
か
れ
た
白
い
机
で
は
、
椅
子
に 

　
　
座
っ
た
状
態
の
男
性
、
背
中
を
包
丁
で
刺
さ
れ
、 

　
　
机
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て
死
ん
で
い
る
。 

　
　
壁
に
は
、
古
い
ア
イ
ド
ル
や
映
画
の
ポ
ス
タ
ー 

　
　
な
ど
が
貼
ら
れ
、
レ
ト
ロ
な
飾
り
付
け
が
な
さ 

　
　
れ
て
い
る
。
机
の
上
に
は
、
古
い
ラ
ジ
オ
、
カ 

　
　
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
ア
ナ
ロ
グ
時
計
、
駄
菓
子
が 

　
　
置
か
れ
て
い
る
。 

○
　
同
・
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
深
夜
） 

　
　
警
部
の
鳥
山
秀
樹
（
５
２
）
、
入
っ
て
来
る
。 

　
　
鑑
識A

、
秀
樹
に
近
づ
き
、 

鑑
識A

「
お
疲
れ
様
で
す
」 

　
　
秀
樹
、
嶺
子
と
佳
奈
を
見
て
、 

秀
樹
「
あ
の
方
達
は
？
」 

鑑
識A

「
被
害
者
の
奥
さ
ん
の
清
畠
嶺
子
さ
ん
と
、 

　
　
こ
の
部
屋
の
お
隣
の
木
下
佳
奈
さ
ん
で
す
」 

秀
樹
「
お
隣
さ
ん
？
」 

鑑
識A

「
は
い
。
奥
さ
ん
が
、
彼
女
に
し
か
話
し
た 

　
　
く
な
い
と…

」 

秀
樹
「…

そ
う
か
」 

　
　
秀
樹
、
嶺
子
た
ち
に
近
づ
き
。 

秀
樹
「
こ
の
度
は
、
ご
愁
傷
様
で
す
。
私
、
警
部
の 

　
　
鳥
山
で
す
」 

嶺
子
「
（
小
さ
な
声
で
）
捕
ま
え
て
く
だ
さ
い
」 

秀
樹
「
は
い
？
」 

　
　
嶺
子
、
秀
樹
の
足
に
し
が
み
つ
き
、 

秀
樹
「
（
大
き
な
声
で
）
必
ず
犯
人
を
捕
ま
え
て
く 

　
　
だ
さ
い
！
」 

　
　
鑑
識
、
嶺
子
の
行
動
に
驚
き
を
見
せ
る
。 
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秀
樹
、
し
ゃ
が
ん
で
、 

秀
樹
「
奥
さ
ん
。
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
」 

嶺
子
「
必
ず
、
必
ず
犯
人
を
」 

秀
樹
「
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
、
捕
ま
え
ま 

　
　
す
か
ら
」 

　
　
佳
奈
、
嶺
子
を
立
た
せ
、 

佳
奈
「
捜
査
の
邪
魔
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
」 

　
　
嶺
子
を
椅
子
に
座
ら
せ
る
。 

　
　
秀
樹
、
軽
く
会
釈
し
て
、
鑑
識A

に
、 

秀
樹
「
現
場
は
？
」 

　
　
鑑
識A

、
書
斎
を
見
て
、 

鑑
識A

「
あ
ち
ら
で
す
」 

　
　
秀
樹
、
書
斎
に
入
っ
て
行
く
。 

○
　
同
・
同
・
書
斎
（
深
夜
） 

　
　
秀
樹
、
入
っ
て
来
る
。 

　
　
鑑
識B

、
秀
樹
に
気
づ
気
、
近
づ
く
。 

秀
樹
「
状
況
は
？
」 

鑑
識B

「
見
て
の
通
り
、
背
後
か
ら
包
丁
で
刺
さ
れ 

　
　
て
死
亡
し
て
い
ま
す
。
死
亡
推
定
時
刻
は
昨
晩 

　
　
の
１
０
時
ご
ろ
。
奥
さ
ん
か
ら
通
報
が
あ
り
ま 

　
　
し
た
。
指
紋
は
出
て
ま
せ
ん
。
た
だ
、
害
者
の 

　
　
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ホ
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、 

　
　
中
の
情
報
を
確
認
し
て
い
ま
す
」 

秀
樹
「
そ
う
か
。
奥
さ
ん
か
ら
は
何
か
聞
き
出
せ
た 

　
　
か
？
」 

鑑
識B

「
い
い
え
。
我
々
に
は
何
も
」 

秀
樹
「
そ
う
か
。
引
き
続
き
頼
む
」 

鑑
識B

「
は
い
」 

　
　
リ
ビ
ン
グ
に
向
か
う
。 

○
　
同
・
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
深
夜
） 

　
　
秀
樹
、
嶺
子
た
ち
に
近
づ
き
、 

秀
樹
「
（
佳
奈
に
）
少
し
い
い
で
す
か
？
」 

佳
奈
「
は
い
」 

　
　
秀
樹
、
佳
奈
と
一
緒
に
嶺
子
か
ら
離
れ
る
。 

秀
樹
「
奥
さ
ん
は
何
か
話
し
ま
し
た
か
？
」 

佳
奈
「
旦
那
さ
ん
と
は
喧
嘩
し
て
別
居
し
て
い
た
み 

　
　
た
い
で
、
仲
直
り
し
よ
う
と
家
に
戻
っ
た
ら
旦 

　
　
那
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
」 
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秀
樹
「
そ
う
で
す
か
。
奥
さ
ん
は
、
何
故
あ
な
た
に 

　
　
し
か
話
さ
な
い
ん
で
す
か
？
」 

佳
奈
「
分
か
り
ま
せ
ん
」 

秀
樹
「
あ
な
た
と
奥
さ
ん
の
関
係
は
？
」 

佳
奈
「
会
っ
た
時
に
、
挨
拶
す
る
程
度
で
す
」 

　
　
鑑
識B
、
書
斎
か
ら
出
て
き
て
、 

鑑
識B

「
警
部
！
」 

　
　
秀
樹
、
鑑
識B

を
見
て
、
佳
奈
を
見
て
、 

秀
樹
「
い
い
腕
時
計
で
す
ね
」 

　
　
佳
奈
、
左
手
に
は
め
て
い
る
古
い
腕
時
計
を
右 

　
　
手
で
隠
し
、 

佳
奈
「
あ
、
は
い
」 

鑑
識B

「
警
部
！
」 

秀
樹
「
（
鑑
識B

に
）
分
か
っ
た
。
（
佳
奈
に
）
引 

　
　
き
続
き
、
お
願
い
し
ま
す
」 

　
　
秀
樹
、
書
斎
に
行
く
。 

○
　
同
・
同
・
書
斎
（
深
夜
） 

　
　
秀
樹
、
入
っ
て
来
る
。 

鑑
識B

「
こ
の
事
件
、
快
楽
殺
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」 

秀
樹
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」 

鑑
識B

「
先
ほ
ど
、
ス
マ
ホ
の
写
真
の
中
か
ら
、
こ 

　
　
の
部
屋
の
写
真
が
発
見
さ
れ
た
の
で
す
が
」
　
　 

　
　
鑑
識B

、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
秀
樹
に
写
真
を
見
せ 

　
　
る
。
写
真
に
は
、
書
斎
が
写
っ
て
い
る
が
、
白 

　
　
を
基
調
と
し
た
物
の
少
な
い
部
屋
で
、
壁
に
は 

　
　
ポ
ス
タ
ー
も
貼
ら
れ
て
お
ら
ず
、
机
の
上
に
は 

　
　
何
も
置
か
れ
て
い
な
い
。 

秀
樹
「
こ
の
部
屋
か
？
」 

鑑
識B

「
は
い
。
２
日
前
の
写
真
で
す
。
お
そ
ら
く
、 

　
　
犯
人
は
殺
人
後
に
飾
り
付
け
を
。
そ
れ
に…

」 

　
　
秀
樹
に
、
動
画
を
見
せ
る
。 

○
　
同
・
同
・
同
（
動
画
） 

　
　
目
の
部
分
が
空
い
て
い
る
狐
の
仮
面
を
被
っ
た 

　
　
女
性
、
画
面
に
映
っ
て
い
る
。 

　
　
背
後
で
は
、
既
に
旦
那
の
死
体
が
あ
る
。 

女
性
「
人
は
美
し
く
散
る
べ
き
だ
」 

　
　
机
の
上
の
文
房
具
（
鉛
筆
や
も
の
さ
し
）
を
手 

　
　
に
取
る
。
左
手
首
に
は
腕
時
計
を
は
め
て
い
る
。 
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女
性
「
古
き
良
き
も
の
は
、
美
し
い
」 

　
　
動
画
は
終
了
す
る
。 

○
　
同
・
同
・
同
（
深
夜
） 

　
　
秀
樹
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
手
に
取
っ
て
、 

秀
樹
「
こ
の
腕
時
計…

」 

　
　
開
き
っ
ぱ
な
し
と
扉
の
向
こ
う
に
見
え
る
佳
奈 

　
　
を
見
る
、 

秀
樹
「
彼
女
の
も
の
と
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
？
　
こ
の 

　
　
鉛
筆
も
」 

　
　
鑑
識B

、
佳
奈
を
見
る
。 

鑑
識B

「
ホ
ン
ト
で
す
ね…

。
彼
女
で
す
か
？
」 

秀
樹
「
い
や…

」 

　
　
秀
樹
、
嶺
子
と
話
し
て
い
る
佳
奈
を
観
察
し
て
、 

秀
樹
「
彼
女
だ
と
し
た
ら
、
簡
単
す
ぎ
な
い
か
？
」 

鑑
識B

「
え
ぇ
、
で
も
」 

　
　
も
う
一
度
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
映
像
を
見
る
。 

秀
樹
「
指
紋
も
残
さ
ず
に
見
事
な
部
屋
の
装
飾
。
こ 

　
　
ん
な
簡
単
な
ミ
ス
犯
す
か
？
」 

　
　
鑑
識B

、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
、 

鑑
識B

「
右
手
の
甲
に
ホ
ク
ロ
が
あ
り
ま
す
」 

　
　
動
画
を
止
め
、
仮
面
の
女
性
の
手
の
甲
を
ア
ッ 

　
　
プ
に
す
る
。
手
の
甲
に
は
、
三
角
形
の
よ
う
な 

　
　
形
の
配
置
に
ホ
ク
ロ
が
あ
る
。 

鑑
識B

「
確
認
し
ま
す
」 

　
　
秀
樹
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
渡
し
、
リ
ビ
ン
グ
に
向 

　
　
か
う
。 

　
　
秀
樹
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
ア
ッ
プ
を
戻
す
。 

　
　
リ
ビ
ン
グ
で
は
、
鑑
識B

、
佳
奈
に
話
し
か
け 

　
　
て
い
る
。 

　
　
秀
樹
、
停
止
し
た
動
画
を
見
て
、 

秀
樹
「
ん
？
」 

　
　
仮
面
の
女
性
の
顔
を
ア
ッ
プ
に
す
る
。 

鑑
識B

「
（
大
き
な
声
で
）
警
部
！
　
や
っ
ぱ
り
あ 

　
　
り
ま
し
た
！
　
彼
女
で
す
！
」 

　
　
秀
樹
、
話
は
聞
か
ず
、
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
、
仮 

　
　
面
か
ら
唯
一
見
え
る
瞳
を
ア
ッ
プ
に
す
る
。
す 

　
　
る
と
、
佳
奈
の
瞳
に
は
、
包
丁
を
持
っ
た
嶺
子 

　
　
の
姿
が
映
っ
て
い
る
。
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